取扱説明書 

ラジオカセットレコーター 

品番 U 4- W 34 



I 裏表紙に 


保目正書付ぁ ります 


このたびは、お買い上げいたださ、ありびとラございました。 
正し < 安全にお使いいただ < ために、ご使巧前に必ずこの取 
扱説明書をよくお読みください。 

お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに大切に 
保管して < ださい。 

なお、この取扱説明書は保証書付になっています。保証書は 
「お買い上げ日」、 r 販売店」などの記入を必ず確か做販売店 
よりお受け取りください。 
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取扱説明書には色記号の表示を省略していまず。 

包装箱に表示している品番の （） 巧の記号び色記号です。 


本機を使用できるのは日本国内のみで、国外では 
使用でをません。 

This unit is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country. 
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安を上のごを意 


ま全のため必ずお守りください 

■給表でについて 

製品を安全に正し <お使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた 
めに、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は次のようになっています。内容をよく理解して 
から、本文をお読みくださし、。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死こまたは重傷を負う巧 
能性び想定される内容を示していまず。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負う可能性が想定 
される巧客および物の損害のみの発生が想定されるの客を示していまず。 


■給表示の例 


お願い 


の記号は r を意(警告を含む)をうなびず事項」を示しまず。 
&の記号は r しロホいけない行為(禁止事項)」を示しまず。 
•の記号は r しなければな6ない行為」を示しまず。 


• 「を全上のご注意」の文中での「電源を切る」とはフアンクシヨンスイッチを「電源因） （ r マイク録音」または「テー 


プ」）」にずることです。 


• 「安全上のご注意」のイラストと本機とでは若干あ巧等び異なることびありますびご了承くださし、。 


A 警告 


一、異常やな障び巧生したとまはすぐにほ用をやめてくだをい 


巧のようなときは、そのまま使用ずると、义災、感電の原因となりまず。ずぐに本体のファ 
ンクシヨンスイッチで電源を切り、電源プラグをコンセントか日巧いて、お買い上げの販売 
店に修理をご依頼ください。お客さまによる修理はを険でずか日絶対におやめくださし、。 

• 煙が出てい&変なにおいや音がずる(異常状態） 

煙び出なくなるのを確認し、お買い上げの販売店に修巧を 
ご依頼ください。 

• 本機の内部に水などが入った 
• 異物び本機の内部に入った 
• 音び出ないなど(故障状態） 

• 倒したり落としたりして、キャビネットを破損した 
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な 
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A 警告 


電源について 


■ 電源電圧1 OOVLil がや国がでは使用しない 


■電源コード接続時のま意 


次のことをお守りください。誤った使い方をすると 
発熱などによ D 、 火災の原因となります。 

• 電源プラグはコンセントへ確実に接続する。 

• 電源コードは束ねたまま使用しなしん 
♦ たこ足配線はしない。 


A 


斗実巧 



■電源コードを傷つけない 

無理な使いかたをするとコードび破損しますので、 
次のよラなことはしないでください。 

• 電源コードの上に重いちのを柔せる。 

• 途中でつぎ足したりして加工する。 

• 無理に巧0曲げる。 

• 傷をつける。 



電源コードび傷んだとさは、お買い上げの販売店 
に交換をご依頼ください。 

そのまま使巧すると、火災、感電の原因となります。 


■定期的に点検を 

設置時か51年に1度は電源コンセントと電源プラ 
グの間にホコ I 」び付着していなし、か、電源コードに 
傷みびないか、電源プラグび巧けかけていないか 
などを点検してください。 




表おされた電源電圧 ( AC 1日日 V 化^がの電圧で使 
用しないでください。火災、感電の原因となります。 
また、本機を AC 電源で使用でをるのは日本国内の 
みで、外国では電源電圧び異な0ますので使巧で 
きません。 


This unit is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country. 



■雷び鳴り出した 5 


電源プラグやアンテナには絶対に触れないでくだ 
さい。感電の原因となります。 


(D 


接触禁止 




屋外で使用中の場合 I も使巧を中止し 
て安全な場所に避難してください。落 
雷の原因とな0ます。 


使用方法•設置 
■分解しない 

本機を分解改造しないでください。火災、感電の 
原因となります。巧部の点検調飯修理ま、お買い 



■ 本機の上に水などの入った容器を置かない 

内部に水などび入った場合;火災、感電の原因とな 
0ます。 




















A 警告 


■め 5 さない 


■運乾中、ヘッドホンは使巧しない 


• 本機を城5さないよラにご注意ください。火 
災、感電の原因となります。 


• 風呂場、水辺、雨天の中などでは使用しないで 



自動き•才 一 K くイなどの運転中や自転きに乗りな 


びらヘッドホンやイヤホンを使巧しないでくださ 
い。交通事故の原因となります。 



■異物を入れない 


■通風孔をふさがない 


通風孔やカセット挿入口などから、金属類や燃えや 
すいちのなど、異物を差し込んだり、落とし込んだ 
りしないでください。（特にルさなお子さまのお5 
れるご家庭はごま意ください。）火災、感電の原因 
とな0ます。 

Q 

禁止 

■乾電池で使用ずる場合 

電源コードはコンセントおよび本機の AC 電源端テ 
(AC INPUT 〜)の両方とを抜いてください。コン 
セント側が接続されていると火災感電の原因とな 



通風孔をふさぐと内部に熱びこわ D 、 乂おの原因 
となります。本機の後部や底部などに通風孔びあ 
り、次のよラな使い方はしないでください。 

• 本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。 


• 押し入れ本箱など風通しの悪い狭い所に置く。 
• テーブルク□スをかけたり、じゆうた Aa 布団の 



■壁にぴったりつけない 


ります。 

A 這 

電源プラグ 

を巧く 



■ヘッドホンやイヤホンの音量にま意 


Q 

禁止 


耳を刺激するよラな大音量での長期 
間の使用はしない。聴力び大さく損な 
われる原因とな0ます。 


本機の設置は、壁から1日 cm 政上の間隔をあけて 
ください。まに他の機器との間はみし離してくだ 
さい。 

ラックなどに入れるときは、本機の天面および背面 
か5それぞれ1日 cml ； (上のすさまをあけてくださ 
し、すさまびないと、内部に熱びこちり火災の原因 
とな0ます。 


Q 


禁止 



4 



















A ミ主意 


■本機の上に重いらのを置かない ■持ち運びのま意 


バランスびくずれて倒れた D 、 落下して、 
けがの原因となることびあります。また、 
W ^本機の上に乗 6 ないでください。 （特にル 
さなおテさまのお5れるご家庭はごを意 
<ださし、。） 


■本機を不安定な場所に置かない 

平5で水平な場所に設置してくださし、。 
不安定な場所に置をますと倒れたり、落 
肖^下して、けびや故障の原因となることび 
おります。 


C m 電源を切り、電源プラグをコンセント 
から抜さ、が部接続をすべてがしてか 
5持ち運びしてください。接続したま 
を巧く ま持ち運びするとコードび傷つき、火 

災、感電の原因となることびあります。 
• n ッドアンテナをたたんで < ださい。 
伸ばしたまま持ち運びすると n ッドア 
ンテナびひっかかった D 、 当たったりし 
てけびの原因となることびあります。 


■ スピーカーの前に割れやすいらのなどを置かない 




■電源プラグを抜 < とさのま意 



めれ手禁止 


城れた手で電源プラグをさわ5ない 
でください。感電の原因となることび 
おります。 

電源プラグを抜くとさは、プラグを 
持って抜いてください。電源コードを 
弓 I っぱるとコードび傷つき、火災、感電 
の原因となることびあ0ます。 


■設置場所にま意 


A m じゅラたんやたたみ、拖化ビニール製 
の床材や家具などの上に設置すると 

- をは、下に板などを敷いてくださし、。 

直接置 < と床面び変色することびあり 
ます。 


0 m 湿鼠ほこりのをい場所や、油煙、湯気び 
当たる場所に置かないでください。乂 
W 災、感電の原因となることびあります。 

で' ♦ 窓を閉めさった自動車の中や直射曰 
光び当たる場所など温度び高くなる 
場所に放置しないでください。火災、 
故障の原因となることびあ0ます。 




スピーカーからの 空気圧によ0倒れたり、 
落下して、故障やけびの原因となること 
がお0ます。 


禁止 


■音量に注意 


〇 
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• 始めから音量を上げ過ぎると、突然大 
さな音び出て耳を傷めることびありま 
す。音量はかしずつ上げてご使用くだ 
さい。 

• 電源を切るとさは音量をかさ<してお 
いて < ださい。電源を入れたとさ、突 
然大さな音びでて聴力障害などの原 
因となることびあります。 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないで 
ください。スピーカーび発熱し、火災 
の原因となることびあ0ます。 


■カセット挿入□に手を入れない 

A けびの原因となることびあります。（特に 
ルさなお子さまのお5れるご家庭はご注 

指51 まさ 意ください。） 

まれない 
よラを意 












A 注意 


■電磁波の発生ずる機器に近づけない ■乾電池使用上の注意 


携帯電話、充電器や電磁波の発生する電 
気製品に近づけないで<ださい。電磁波 
^ ^のためにノイズの影響び生じることびあ 
ります。 


■ クレジットカードなどをスピーカーに近づけない 


iT - N 本機のスピーカーには強力な磁石を使用 
していますので、時計、クレジットカード、 
^磁気定期券、カセットテープ、ビデオテー 
プなどは、スピーカーのそばに置かない 
でください。データび壊れて使用でをな 
くなることびあります。 


■長期間 （1 ヶ月 LU 上)使用しない場合 
やお手入れの際のま意 


ま全のた奴電源プラグをコンセントから 
巧いてください。 


電源プラグ 
を巧ぐ 


乾電池の使い方を誤ると、乾電池の破裂、液われに 
より、火災、けびや周囲を巧損する原因となること 
びあ0ます。次のことをお守りくださし、。 

A m 指定];(がの乾電池は使巧しなし、。 

• 極性(©と©)にを意し、表示通りに入 
れる。 


禁止 


♦ 種類の異なるわのや、新旧の乾電池を 
遲ぜて使わない。 

♦ 乾電池を充電、加熱、分解したり、火や 
水の中に投入しない。ショートさせな 


い。 


〇 参長期間 （1 力月政上）使巧しないとを 
は、乾電池を取り出しておく。 


もし、液もれび超こったとさは、電池ケースにつし、 
た液をよくふを取ってから新しい乾電池を入れて 
ください。万一、ちれた液び身体についたときは、 
水でよ < 洗い流してください。 


付属品をお確かめ<ださい 



電源コード(約 1.8 m ) ……1 

(本体の電池ぶたを開けた师こ入っていまず。） 

本書(保話書付)…… ] 


ごミ主意 


本製品に付属の電源コードは、本製品む外の機 
器に使用しないでください。 


着作権について 


• 放送や MD 、 DV □、巳□、レコード、その他の録音物 
(ミュージックテープ、カラオケテープなど)の音楽作 
品は、音楽の歌詞、楽曲などと同じ<、善作権法により 
保護されています。 

• 従ってそれらから録音したテープを売ったり、配った 
り、譲ったり、貸したりする攝合、及び営利(店の BGM 
など)のために使用する攝合には、著作権法上、権利 
者の許語び必要です。また、無断で複製、放送、上映 
有線放送、公開演奏、レンタル(有償、無償を問わず） 
することは、法律により禁止されていまず。 

• 使用条件は、場合によって異なりますので、詳しい内 
容や申請、その他手続をについては r 曰本音楽善作権 
協尝」 （ J 冉 SRAC ) におたずね<ださい。 

JASRAC 本部: TEL . 03-3481-2121 
FAX . 03-3481-21 已〇 
URL http :// www . jasrac . or . jp / 
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各部のなまえ 


正 面 


ダビング/ビートキャンセルスイッチ 
指針 

電源インジケータ 
へッドホン端モ 

音量つまみ 


□ッドアンテナ 
フアンクシヨンスイッチ 
バンドスイッチ 
内蔵マイク 

つまみ 



一時停止( II )ボタン 
停止/取出し(国全)ボタン」 
早送り(◄イボタン 
巻戻し(►►が'タン 
再生 (◄) ボタン 
カセツト ホルダー 

~~ m 


デッキ己1 

録音 (♦) ボタン 
再ち (◄) ボタン 
巻戻し (►►) ボタン 
早送り (◄◄) ボタン 
停止/取出し ( lA ) ボタン 
一時停止 ( H ) ボタン 
力たットホルダー 











































































































電源について 




AC 電源でご使用の場合 

乾電池でご使用の場合 


1背面の AC INPUT 〜端子へ 



• 電源コードを扳さ差しするとさは、フアンクシヨンス 
イッチを「電源应）（「マイク録音」または「テープ」）」 
の位置にしてからおこなってください。先に電源を切 
らないと、故障の原因となります。 



ちよつとこれを! 


• 近くに置いたテレビに色ズレを生じたり、本機のラジ 
才にテレビからの雑音び入る場合は、本機をテレビか 
ら離してご使巧 < ださい。 


電池ぶたを開け、別売の単1お乾電池目本を図のよ 
ラに入れ、ふたを閉めます。 




• 極性(©と©)を間違えないように図に示す番 
号順に入れます。 

• 電源コードび AC INPUT 〜端テに接続されて 
し巧と、乾電池では動作しません。 

• 長期間 （1 力月!^ん L ) 使巧しない場含や AC 電源 
で使巧する場含は、乾電池を取り出しておいて 
くださし、。 



ちよつとこれを! 


乾電地の交換時期は…… 

• 乾電池び消耗してくると;欠のよラな現象を生じます。 
• 音びかさい、ひずむ。 

• テープ速度び遅くなる。 

• ラジオは聞けるびテープび正常に動作しない。 

• 大切な録音をするとさは、あらかじめ新しい乾電池に 
交換するか AC 電源の使用をおすすめします。 


♦ 電源インジケーターは乾電池の残量を表示するをの 


ではありません。 
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共通の操作 



音量を調節ずる 

音量つまみを回ず 



ヘッドホンで聞く 

ミニプラグ付のステレオヘッドホン(巿販)ま 
たはイヤホンを上面のヘッドホン端テに接続 
ずる 


へッドホン 

端テへ 




• ヘッドホン（またはイヤホン）をつなぐと、ス 
ピーカーか5音は出ません。 


聞き終えるときは 


ラジオのとさ： 

フアンクシヨンスイッチを r 電源应 ） （「マ 
イク録音」または r テープ」りにずる 


フアン クシ ヨン 

( ) 11 ( ) 


f マイク録音, 
ド—プ〇回' 

L 電源画 



ジス 



尚 

^のェチケツ q 


音のエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては気 
になるをのです。音量は時間と場所 
に応じて適度に調節してくださし、。 
特に夜間の音楽鑑賞には気を<ばり 
ましょラ。窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使用になるのわ一つのち法です。 


テープまたはマイク録音のとさ： 

動作中の場合は停止/取出し (■ A ) ボタン 
を巧ず 

























































カセットテープを再生•録音する前に 


お使いになるカセットテープについて録音したテープを誤って消さないために 


• ノーマルテープ (TYPE I )をご使用ください。 A イポ 
ジシ ヨン (TYPE □) やメタル ( TYPE 邮）テープは再 
生できますびその特性を活かすことはできません。ま 
た、録音ずると正しく録音•消までをませんのでご注 
意ください。 

• ツ分を折ったカセットテープでは、録音はでさません。 

• 100分 Ui 上の長時間テープは大変薄く、伸びやすい 
ため、回輯部に巻き込んだり、テープ走行び不安定に 
なることびありますのでご使巧にならないでくださ 
い。 

• エンドレステープは使巧でさません。 


テープにたるみびあるとをは… 

たるみのあるテープは傷ついた D、 切れる原因に 
なります。また、巻を込んだ0して故障の原因にな 
ります。テープびたるんでいるときは、飽筆などで 
たるみをとってか5使ってください。 



• テープを引を出した0、テープ面にふれないで<ださ 
い。 

• U —ダーテープ部を巻さ取るとさは、矢印ち向に回し 
てください。逆に回すと巻去込みの原因になります。 


大切な録音や再生は事前に確認を 

大切な録音や再生の場合は、正常に録音や再生び 
でさることを確認してください。 


カセットテープの樓ろ側にあるツメをドライバーな 
どで巧れば誤消まの防止になります。 



誤ってツメを折ったり、再び録音したいとさは、セ □ 
ノ Vンテープなどで巧をふさぐと録音でをるテープ 
に復元します。 


自動録音レベル調整について 

本機には ALC(Automatic Level Control: 自動 
録音レベル調整のこと）回路び内蔵されています 
ので、自動的に適正なレベルで録音されます。 
音量つまみを調整しても録音には影響しません。 


カセットテープの保管について 

ご使用樓は所定のケースに入れ、高温多湿、磁鼠 
直射日光チリ、ホコ U の多い場所やカビの発生し 
やすい場所はさけて保管して<ださい。 


録音中にビート音びでるときは 

ラジオを録音もビート音(「ピー」とし巧音)びでる 
ことびあります。 

その場合には上面のビートキャンセルスイッチを 
ビート音びルさくなる位置 （ 1または 2) に切り換え 
て< ださい。 

ダビング田 
倍速つ广定を 


し2 


ビートキヤンセル 
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カセットテープを聞 < 



/カセットテープの入れかた 、 

再生(または録音)する面を手前に向ブ、テープ 
の露出している方を上側に、巻さ取5れている 
方をちにして入れます。 

• テープのたるみびないことを確認してからカセッ 
トテープを入れて < ださい。 

• 録音するとき I も頭切れをなくすため、あらかじめリー 
ダーテープ部を巻を取っておいてください。 [ P 10」 ， 


4再生(イ)ボタンを巧ず 

再生び始ま0ます。 


♦ デッキ A は再生専用、デッキ团ま録音•再生びで 
をます。 

♦ ここではデッキ A 側で説明します。 


フアンクシヨンス フアンクシヨン 


イッチを「テープ」 
にずる 



再生を途中で止めるには 

停止/取出し (■ A ) ボタンを巧ず 

ちラー度押すとカセットホルダーび開さます。 


ごを意 


• 再生中に本機を動かしたりしないでください。テープ 
を傷めたり、故障の原因となります。 

• カセットホルダーび完全に開いてから、カセットテープ 
を取り出してください。 


2停止/取出し ( lA ) ボタンを巧ず 

カセットホルダーび開さます。 


3カセットテープを入化カセットホルダー 
を閉める 


一時停止ずる 


再生中に一時停止 ( H ) ボタンを巧ず 

わラー度巧すと再び再生び始まります。 

早送り、巻戻し 


カセットホルダーはカチッと音びするまで確 
実に開奴て < ださし、。 



停止時に早送り(◄◄巧たは巻戻し(►►)ボ 
タンを巧ず 


お望みのところまで巻き取った媛、停止/取出し 
(■ A) ボタンを巧します。 

• 早送り•巻戻し中はテープび全部卷去取られてを、ボ 
タンは自動的に復帰しません。 停止/取出し (国全) ボタ 
ンを巧してください。 



ちよつとこれを! 


• 再生中や録音中に 早送り (イイ)または 巻戻し (►►) ボ 
タンを押した場合、すクこ早送り/巻き戻し機能に切り 


換わります。 


• 再生•録音中にテープび全部巻を取られると、自動的 
にボタンび復帰して停止します。 

• 一方のデッキを再生中に、他方のデッキで早をり•巻 
戻しをしないでください。音質び低下することびあり 


ます。 



















































カセットテ■プを連続再生する (デッキ A ^デッキの 



♦ 2本のカセットテープの片面を続けて再生する 
ことびでさます。 


フアンご 7 シヨ：/；^ フアンクシヨン 


イッチせ I つ -プ」 

にずる 



2停止/取出し （"A ) ボタンを巧して 
カセットホルダーを開け、カセット テー プ 
を入れる r^rn 

デッキ A に最巧に聞くカセットテープを、デッ 
キ己に次に聞くカセットテープを入れます。 


4デッキ A の再生 (◄) ボタンを巧す 

デッキ A の再生び始ま0ます。 


5デッキ B の一時停止り〇ボタンを巧ず 


6デッキ B の再生ボタンを巧ず 

デッキ团ホ待機巧態になります。 


再生を途中で止めるには 

両ち(デッキ A とデッキ B ) の停止/取出し 
(■ A ) ボタンを巧す 

ち5—度巧すとカセットホルダーび開さます。 



ちよつとこれを! 


♦ デッキ A の再生び終わると、 デッキ A の 毎生 (◄) ボタ 


ンと デッキ B の 一時停止 ( II )ボタンが自動的に穫帰 
し、今度は デッキ B の再生び始まりまず。 

デッキ B の再生び終わると、自動的に停止します。 


♦ ノ（ネル上面の表お番号〇 ► @ @び連 

続再生の基本操作手順です。 



3カセットホルダーを閉める 

カセットホルダーはカチッと音びするまで確 
実に閉めて < ださし、。 
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ラジオを聞 < 



1 フアン クシ ヨン ス 
イッチを「ラジオ」 

にずる 

フアンクシヨン 

a 


J ■マイク録音 JT し ラジ 3 
[^^ープ〇回」 

し 電源 画 

2バンドスイツチで希 

バンド 

望のバンドを選ぶ 

(7 

() 


AM — ^ 

◄- 

し FM 

今 


3 


選局 


つまみで希 


望の放送局に合わ 
せる 



ちよつとこれを! 



• テレビに色ズレび生じたり、本機にテレビからの雑音び 
入る場合は、本機をテレビから離してご使用ください。 
• 受信状態は本機の設置場所によって変わります。 


♦ AM ステレオ放送には対応していません。 


よりよい受信をするために 

FM 巧送のとを 

□ッドアンテナを伸ばし、最ち良く聞こえる方向に 
向けて < ださい。 



AM 放送のとき 

本体の向さを変えて、ちっとちよく聞こえるよ5に 
します。 
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カセットテープに録音ずる 



カセツトホルダー録音 (♦)! 


4 一時停止 (II) ボタンを巧す 


5録音 (♦) ボタンを巧ず 

再生 (◄) ボタンち同時にさびり、録音待機状 
態にな D ます。 


6 再度、一時停止00ボタンを巧ず 

録音び始まります。 


• ;’、"+ B 对 g しげず 内蔵マイクか6録音ずるときは、マイクと □ 

_ 元の距離を約 SQcm 離してください。 

1停止/取出し （■A ) ボタンを巧して 
カセットホルダーを開け、録音用カセット 
テープを入れる [PIT 
• テープの途中から録音するとをは、録音を開始す 
る位置までテープを巻さ取っておいてください。 



2カセットホルダーを閉める 

カセットホルダーはカチッと音びするまで確 
実に開奴て < ださい。 


3フアンクシヨンスイッチで録音ずるファ 
ンクシヨンを選ぶ 

ラジオ•内蔵マイクの2つから録音するソー 
スを選択します。 


[ラジオを録音するとき I 

フアンクシヨン スイッチを「ラジオ」に切り換 
えて、放送を受信する。を2^ 

[_ 内蔵マイクを使って録音するとき I 

フアンクシヨン スイッチを「マイク録音」に切 
0換える。 


録音を止めるには 

停止/取出し (■ A ) ボタンを巧ず 



• 録音中にテープび終端までくるとカセットデッキは自 
動停止します。 

• 自動録音レベル調整について 

本機には ALC(Automatic Level 仁 ontrol: 自動録 
音レベル調璧のこと）回路び内蔵されていますので、 
自動的に適正なレベルで録音されます。 

音量つ まみを調整してを録音には影響しません。 


録音を一時的に止める 

録音中に一時停止( II )ボタンを巧ず 

ちう一度巧すと再び録音び始まります。 


ごを意 


フアンクシヨン スイッチを「テープ」にすると無音で 
録音されます。 
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カセットテ■プをダビングする げッキ A 如ッキ B ) 屈=つづく 



♦ デッキ A の再生とデッキ B の録音び同時にス 
タートします（シンク□ダビング)。また、定速 • 
倍速のダビング速度び選択でをます。 


デッキ A に再生ずるカセットテープを、デッキ 
B に録音ずるカセットテープを入れる [pTT 

♦ 再生•録音する面をそれぞれ手前に向け、テー 
プの露出している方を上側にして入れます。 

♦ それぞれ希望のところを頭出ししておをます。 
♦ テープの始めか5ダビングするとさは、それぞ 
れのテープを巻戻しておをます。 

1ダビングスイッチで夕‘ 

ビング速度を選ぶ ダビング 田 

定速： 倍速;^广定速 

デッキ A の再生音を聞をな J 
び5ダビングしたいとを 1 J し 2 

ィな:を- ビートキャンせル 

短時間でダビングしたいとさ 
(ダビング速度は定速時の約1/吕） 


2フアンクシヨンス 
イッチを「テープ」 
にずる 


フアンクシヨン 


( ) 11 ( ) 



3 デッキ B の一時停止( II )ボタンを巧ず 


4デッキ B の録音(參)ボタンを巧す 

再生 (◄: ) ボタンち同時にさび D、 録音待機状 
態になります。 


5デッキ A の再生ボタンを巧す 

デッキ日の一時信止( II )ボタンび復帰し、ダビ 
ングが始まります。 


ダビングを途中で止めるには 


両方(デッキ A とデッキ B ) の停止/取出し 
(■ A ) ボタンを巧ず 

ちラー度押すとカセットホルダーび開さます。 


ちよつとこれを！- 

テープの始めから終わりまでダビングするとをは、 
デッキ A び自動停止するまで待ちます。 


ダビングを一時的に止める 

ダビング中にデッキ A またはデッキ B の一時 
停止( II )ボタンを巧ず 
• 一時停止( II ) ボタンを巧した側のデッキのみ一 
時停止巧態になります。 



ごま意 


ダビング中にダビング速度を切0換えないでくださ 
し、 


をラー度押すと再びダビングび始まります。 
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カセットテープをダビングする (デッキ A ^デッキ B) 



ダビング時、テープの長さが異なる 
場合は次のよラな動作になりまず 

デッキ A びデッキ B より長い： 

デッキ己び停止すると、ダビングは解除され、 
デッキ A は再生を続けます。(倍速の場合は定速 
になります。） 

デッキ B びデッキ A より長い： 

デッキ A び停止すると、ダビングは解除され、 
デッキ B はそのまま無音状態での録音を続けま 
す。デッキ B の停止/取出し (■ A ) ボタンを巧し 
て < ださい。 

参同じ銘柄の同じ録音時間の了ープでも長さに 
をか差びあることびあります。 



ちよつとこれを! 


♦ デッキ B の録音巧テープは、デッキ A の再生側テープ 
と同じ長さ、またはそれじ(上の長さのをのをご用意く 
ださい。 

♦ 倍速ダビングの攝合、モニター音は正常に聞をとれま 
せんので、音量をしぼっておいて<ださい。 

♦ テレビなどの近くでダビング粥に倍連ダビング)しま 
すと、テレビなどの影響で、異常音びまじって録音され 
ることびあります。このよラな場合は、テレビなどの電 
源を切るか、本機をテレビなどから離してください。 


♦ パネル上面の表示番号丘]►医►ピ 
びシンク□ダビングの基本操作手順です。 
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お手入れ 


テープヘッド部の清掃__本体のお手入れ 


カセットテープを再生または録音ずると ••• 

• 音び悪い 

• をれいに録音でさない 
• 前の音び鶏っている 
• テープび巻さつ< 

などの症状びでた場を、その多くはヘッドやピンチ□一 
ラーおよびキヤプスタンの巧れび原因となっていますの 
で、市販のク IJ 一ニングキット(またはク U —ニングテー 
プ)をお買い求めのラえ、ヘッド部分を清掃してください。 


デッキ A 



キャビネットや操作パネルのよごれは柔らかい布で軽く 

拭を取ってください。 

• よごれびひどいとき(も布を水でラすめた中性洗剤に 
ひたし、よく絞って拭を取り、乾いた巧で仕上ばてくだ 
さい。 

• ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。変 
色したり、塗装びはげるなどの原因となります。また、 
キャビネットに殺虫剤など、揮発性のちのをかけない 
で < ださい。 

• 化学ぞラさんをご使用の際(よその注意書にしたびつ 
て < ださい。 


デッキ B 



停止/取出し (■ A) ボタンを押してカセットホルダーを開 
け、ヘッド、キヤプスタン、ピンチ□-ラをふいてください。 
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故障？ その前にちよつとこれを 


修理を依頼される前に、もう一度次の項目をお確かめくださし、。 


故 障？ 

原 因 

処 置 

テープもラジオも動作しな 
い 

♦ 電源プラグげはずれている 
♦ 乾電池げ消耗している 
♦ 乾電池の極性び間違っている 

♦ プラグを確実に差し込む 
♦ 乾電池を交換する 
♦ 乾電池を正しく入れる 

音びでない 

♦ 音量つまみび下がっている 
♦ ヘッドホンび差し込まれている 

♦ 音量つまみを調節する 
♦ ヘッドホンをはずす 

カセットレコーダー部 



カセットが入5ない 
カセットホルダーび閉ま5 
ない 

♦ カセットの向きび上下逆さまになっ 
ている 

♦ 再生 (◄) ボタンび押されている 

♦ テープの見えている方を上に 
して入れる 

♦ 停止/取出し ( lA ) ボタンを巧 
して解除する 

テープび走行しない 
再生 (◄) ポタンを巧しても 
鳴5ない 

♦ 乾電池び消耗している 
♦ 一時停止 ( H ) ボタンび巧されてい 
る 

♦ フアンクシヨンスイッチび「マイク 
録音」または r ラジオ」になっている 
♦ カセットテープの不良 

♦ 乾電池を交換する 
♦ 一時停止 (■■) ボタンを押して解 
除する 

♦ フアンクシヨン スイッチを 

「テープ」にする 
♦ カセットテープをと0かえる 

録音ボタンが巧せない 

♦ ツ方の折れたカセットを装着して 
いる 

♦ カセットテープをと0かえる 
♦ 巧をセ n 八ンテープなどでふ 
さぐ 

録音でをない 

ラジオか5 

♦ 選局びずれている 

♦ 正しく選局する 

内蔵マイク 
から 

♦ フアンクシヨンスイッチび r テー 
プ」または「ラジオ」になっている 

♦ フアンクシヨンスイッチを「マ 

イク録音」にする 

デッキ A 
から 

♦ フアンクシヨンスイッチび「マイク 
録音」または「ラジオ」になっている 

♦ フアンクシヨン スイッチを 

「テープ」にする 

音びとぎれる、音程び狂ラ 
消まが不完全 

♦ ヘッド部び巧れている 
♦ 八イポジションやメタルテープを 
使っている 

♦ 清掃する 

♦ ノーマルテープを使巧する 

ラジオ部 



ラジオが鳴5ない 

♦ フアンクシヨンスイッチび「マイク 
録音」または「テープ」になっている 

• フアンクシヨンスイッチを「ラジ 
才」にする 

雑音びをく聞をづ5い 

♦ 電波の受信状態び悪い 
♦ 電源雑音の影響を受けている 
♦ モーター、堂光灯などの電気器具 
テレビによる雑音の影響を受けて 
いる 

♦ 選局びずれている 

♦ 本機の設置場所を変える 
♦ 電源コードを差し誓える 
♦ 本機を雑音源か5離す 
♦ テレビを消す 
♦ アンテナを調節する 
♦ 正しく選局する 


お願い 


長時間使巧していますと、キャビネットの一部び多少熱くなることびありますび故障ではありません。 
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品番： U 4- W 34 
購入時期 

症状：できるだけ詳しく 



保証書と アフターサービス _ 

保言正書 [裏表紙にぁります] について アフターヴービスについてご不明の場合は 


• この商品には保証書びついています。お買い上げの 
際、販売店び発行します。 

• 所定事項の記入をご確認のラえ内容をよ < お読みに 
なって、大切に保管してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

なお、保記期間中でち有料修理になることびあります 
ので、「無料修理規定」 「P 吕 3 1 をよくお読みください。 

修理 サービス について 

ご使用中に本機の調子び悪くなったとさは「故障？その 
前にちょっとこれを」I P 18 Iの一覧表に従って調べてく 
ださい。なおらないとさは、内部機構をさわらずに、お買 
い上げの販売店にご相談ください。 

• 保証期間中の修理は 

保罰書の規定に従い、お買い上げの販売店び修理さ 
せていただ去ます。製品に保話書を添えてご持参くだ 
さし、。 

• 保証期間経過後の修理は 

修理により機能が維持できる場创ま、お客さまのご要 
望によりち料修理いたします。 

• あらかじめご了まいただをたいこと 

「修理のとを一部代替部品を使わせていただくこと」 
や「修理び困難な場合には、修理せず同等品と交換さ 
せていただ < こと」びありまず。 


補修用性能部品の保有期間について 

ラジオカセットレコーダーの補修巧性能部品の保有期間 
は製造打ち切り後6年です。 

• 補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
め必要な部品です。 


アフターサービスをお申しつけいただ< とを 
は、次のことをお知5せください 


お買い上げの販売店か、お近くの r お客さまご相談窓□」 
[P 吕 0] にお問い合わせください。 

♦ 乾居される場合は 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフター サービ 
スが受けられなくなる場合には、事前に販売店にご相 
談ください。 

• ご贈答の場合は 

最寄りの三洋販売店か、または当社の「お客さまご相 
談窓□」にお問い合わせください。 


必ずお読みください 


本機の使用み本機やカセットテープの不具合による録音 
の失敗および録音内容(データ)の損失を防ぐために 
1. 録音前には必ず試し録音をしてください。 

吕.録音データを他の機翻こバックアップしてくださし、。 

本機やカセットテープ使用中の不具合による録音の容 
(データ)損失や録音機会損失などの補償、また本機び使 
えなかったことによる付随的損善の補償については、そ 
の責任は負いかねます。 

また、修理の際にデータ消まを伴ラ事故び発生した場合 
の補償についてち、その責任を負いかねますのでご容赦 
ください。 


①⑤⑤ 
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家電商品の修 s サービスについてのご相談く=洋電機ヴービスなすをネ±> 


受付時間：月曜日 


月曜日〜金曜日9:00 
(7 月〜8月） 
±曜•曰曜•祝曰•当社休曰9:00 


〜18:30 
8:45〜19:30 
〜17:30 


京 コールセンター 

:利用でをない場合は、 

302-340 ] へおかけください） 


阪コールセンター 

:利用でをない場合は、 

3已 0-8400 へおかけ < ださし、） 


化海道地区 

〇已 0-31 16-2333 

東北地区 

日已 0-31 1 6-2444 

関東•甲信越地区 

〇已 0-31] 色 -2222 

近畿地区 

〇已 0-31] 色 -2 已曰己 


北陸 

〇已 0-31] 色 -2 已已已 

中部•北陸地区 

中部 

〇已 0-31] 色 -2 白色巨 

沼津地区は、 

〇已 0-31] 色 -2222 


中国 

〇已 0-31 16-2777 


四国 

〇已 0-31] 6-2 已已已 

九州地区 

〇已 0-31 16-2888 


沖縄地区_ [998-944 -已日] 8 _ 

(※:)沖縄地区の受付時間:月曜曰〜±曜曰日:日〇〜17:30 
(曰隱祝日及び当社休日を除く） 


持込み修埋および部品についてのご相談 <=洋電機ヴービス巧式を社> 

受付時間：月曜日〜±曜日9:00〜17:30 (日曜、祝日、当社休日を除 <) 

^一自民±曜日も休日のサービス拠点がありまず。 

家電商品の持込み修理および部品のごま艾については、各地区のサービス拠点で承っております。 
最富の拠点は弊社ホームぺージ http://jp.sariyo.ccim もしくは上記コールセンターでご確認ください。 

■ 上記のご相談窓□の名祇電話番号は変更することびありますのでご了承ください。 


お客さまご相談窓日 _ 

■ まずはお買い上げの販売店へ… 

家電商品の修理のご依頼やご相説ま、お買い上げの販売店へお申し出くださし、。 

転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓□にお問い合わせください。 

家電商品についてのを般的なご巧談 <=洋電機巧式を社お客さまセンター> 


受付時間： （36 曰曰）9:00〜18:30 



《上記番号をご利用できない場をは大阪 (0 白)-白日 94-9 己70へおかけください。 

《郵便または FAX でご相談される場合 

兰洋電機な式会社お客さまセンター〒日 70-8 目77大阪府守□市京阪本通2-已-已 

FAX: 大阪（日目）-目目 94-9 曰]日 
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お客さまご相談窓□でお受けした、お客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたします。 
また、お客さまの同意びない限り、業務委託の場合および法令に基づを必要と判断される場合を除を第 H 若への開示 
は行いません。なお、お客さまび当社にお電話でご相談、ご連絡いただいた場合には、お客さまのお申し出を正確に把 
握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことびあります。 

<利用目的> 

• お客さまご相談窓□でお受けした個人情報は、商品•サービスに関わるご相談•お問い合せおよび修理の対応のみ 
を目的として巧います。なお、この目的のために兰洋電機株式尝社および関係会社で上記個人情報を利巧するこ 
とびあ0ます。 

<業務委託の場合> 

• 上記目的の範囲内で対応業務を委託ずる場合、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を行わせると共に、 
適切な管理‘監督をいたします。 

個人情報のお取り扱いについての詳細はホームぺージ http://jp.sanyo.com をご覧ください。 

(110610 U ) 




仕様 


テープレコーダー部 


トラッフ方式 

4トラック、2チヤンネルステレオ 

録音ち式 

交流バイアス(デッキ巨） 

消まち式 

マグネット消去(デッキ巨） 

早送り•巻戻し時間 

約1已〇秒〇>6日） 

周波数範囲 

80〜12,000 Hz 

ラジオ部 

受信周波数 

AM: 已2目.己〜1,目0目.已 kHz 


FM:7 目〜] 08MHz 

共通部 

出力 

1 W + 1 W(JEITA/DC) 

スピーカー 

目 cm 円型 X 2 

マイク□ホン 

内蔵マイク□ホン 

出力端子 

ヘッドホン端テ(ステレオミニジャック） 32Q 3 .已ゅ ミニ X ] 

電源 

AC ]00V、50/60Hz 


DC9V 単1お乾電池 X 目本 

消費電力 

10W (待機消費電力約 1.3W) 

電池持続時間 

[王洋アルカリ乾電池 LR2 日 DX 目本使用時] 


約3已時間 (JEITA •テープ再生時） 


約37時間 (J 曰 TA ‘ FM 録音時） 

最大がお寸法 

約已日〇川畐 ) X142 (高さ)X14已(奧巧) mm 

質量 

約 2. Ok 旨 (乾電池含まず） 


約 2.8l<g (乾電池含む） 

付属品 

電源]—ド(コ-ド長:約 1.8m) 


仕様および外観は改良のため予告なく変更する場合びあります。 
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無料修理規定 


お買い上げの曰か5保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルその他の注意書さに従った正常な使巧状態 
で故障した場合には、本書記載内容にもとづを、お買い上げの販売店び無料修理いたしますので、商品 
と本書をご持参ご提示くださし、。 

1 . 保証期間内でを次のよラな場含には有料修理とな0ます。 

イ.使巧上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

□. お買い上げ後の取付場所の移動、落下、弓 I っ越し、輸送等による故障または損傷。 

ノ V . 火災•地震•水害•落雷•その他の天災地変な5びに公害や異常電圧その他の外部要因による故障 
または損傷。 

二.業務巧としての使巧、車両•舱舶への搭載など一般家庭巧し:^外に使用された場合の故障または損 
傷。 

ホ.本書の提示びない場合。 

へ.本書にお買い上げ年月日、お客さま名、販売店名の記入びない場合あるいは字句を書き換えられ 
た場を。 

卜.消耗品の交換•仕様変更など。 

2. 保証期間内でち商品を修理窓口へ送付された場合の送料や出張修理をおこなった場含の出張料は 
お客さまの負担とな0ます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品等で本書に記入の販売闻こ修理をご依頼になれない場合に味 r お客さまご相談窓□」をご 
覧のラえ、わよ0の窓□にお問いをわせ <ださい。 

己.本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan 
6. 本書は再発巧いたしませんので紛失しないよラ大切に保管してください。 


修理メモ 


この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの 
保証書によって保証書を発行しているち(保証責任者)、及びそれ!;^がの事業者に巧するお客さまの法律 
上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明な場合は、お 
買い上げの販売店または「お客さまご相談窓□」にお問いをわせください。 

♦ 保証期間経過後の修理または補修巧性能部品の保有期間について詳し <は「保証書とアフターヴー 
ビス」吊191をご賣ください。 
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総合相談窓口 

家電製品についての全般的なご相談は、下記の r 総合相談窓□」へお問い合わせください。 

相談受付時間 

(36 己曰） 9:00 〜 18:30 
総合相談窓 □ 

〇已 0-31 1 6-3434 
《上記番号をご利用でをない場合は、 

大阪 (06) 69 白 4-9 已 70におかけ <ださし、。 

修理や部品に関するご相談は、お買い上げ販売店、または20ページのお客さま修理相談窓□にお問い合わせくだ 
さし、。 


長年ご使用の機器の点検を！ 

このよラな 
症げは 

ありませんか？ 

• 電源コードやプラグぴ異凿に熱い 

♦コゲ<さい臭いがする 

• 電源コードに課いキズや変巧びある 

♦その他の異萬や故障びある 

ノ 


愛情点検 


の 


ご使用中止 

k 故障や事故防止のため、電源を切り、 

A 電源コードをコンセントからおいて、 

W おず販売風こ点をご臓ください。 

r なお、点検.修理に要ずる費用は、販 

売店にご相談ください。 


89030U4W3410L 

(JP1) 


兰ま電機株式含な 

兰洋電機コンシューマエレクト□ニクス株式会社 
家電 事業部 

〒己 74-8 日34大販府大東市云洋町1蚕1号 











